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ケモセンサは、標的種の比色や蛍光応答によって

分子認識情報を可視化するための分子センサであ

る (図 1)1)。ケモセンサの設計において、1) 標的種

の分子サイズ・形状を考慮したレセプタの構造、2) 

標的種の捕捉時に光学変化を誘導する機構、3) セ

ンシング応用のための溶解性、といった要件が求め

られているが、上記の項目を満たすケモセンサの設

計と実現は未だ萌芽段階にある。従来の戦略では、

レセプタと標的種間の分子形状が主に考慮されて

きたのに対して、このアプローチでは、精巧なレセ

プタを得るための合成的労力が避けられず、嵩高い

センサ構造に由来する溶解性の低下を導くことと

なる 2)。そこで本講演では、市販試薬を用いた自己

集合型ケモセンサについて、ビルディングブロック

としての市販試薬の役割を明らかにしながら、パタ

ーン認識への取り組みを紹介する 3)-5)。 

水溶性の市販試薬から形成される自己集合型ケ

モセンサのコンセプトは、標的種の捕捉に伴う光学

特性を分子間相互作用によって容易に調整し、多成

分分析に向けた指紋パターンを得るためのセンサ

設計のガイドラインとなり得る。さらに、多種多様

な標的種に対する網羅的なパターン認識が要求さ

れるスケール横断分析において、最適なセンシング

能を発揮するケモセンサの機能をスクリーニング

するための手段となる (図 2)。 
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図 1. (a) 共有結合で連結されたケモセンサと
(b) 市販試薬を用いて調製される自己集合型
ケモセンサの概念図. 

 
図 2. ビルディングブロック (指示薬、レセプ
タ、光学マニピュレータ) と標的種間で生じ
る競合応答を活用したケモセンサの概念図.  

Copyright(c); 2023, The Chemical Society of Japan

G2-07


